
➋ 輸送の安全の確保に関する 

基本的な考え方 

２－１  基本的な方針 

福岡市地下鉄は、輸送の安全の確保を第一の使命とし、お客様に安全·安心で快適 

便利な輸送サービスを提供することを目指しています。 

このため、輸送の安全を確保するための基本的な方針を下記のとおり定め、全ての

職員及び関係者が常に心がけ、行動しています。 
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２－２   安全重点施策とその進捗状況 

 
輸送の安全を確保するための基本的な方針に基づき、安全に関する様々な取組

みを、毎年度「安全重点施策」として策定し、進捗状況を管理しています。令和５年

度は次のとおり計画し実施しました。 

 

令和５年度 安全重点施策 
安全

目標 

目標達成の 

ための取組み 

 

内容 

 

進捗状況 

安
全
運
行
の
実
現 

運転事故・輸送

障害·インシデン

トのゼロ 

 

運転事故、輸送障害及びイン

シデントのゼロ  ※1 
運転事故、輸送障害及びインシデ

ントのゼロを達成しました。 

安全性向上のた

めの人材の育

成・管理 

乗務員・駅務員等の教育訓

練及び安全に関する評価を

定期的に実施 

集合教育訓練や新任者教育訓練

等を年間計画に従い定期的に実

施しました。 

乗務員・駅務員等の資質管

理の徹底 

運転管理者が、各所属において

管理を行っている乗務員・駅務

員等の資質管理状況を定期的に

点検しました。 

乗務員のアルコールに関す

る自己管理の徹底及び乗務

前のアルコール測定の実施 

乗務前のアルコール測定を厳正

に実施しました。   ※2 

職員の技術の維持・継承 各種研修等を実施しました。 

車両、構造物、駅施

設及び設備の計

画的改良 

安全性 信頼性の向上を図

るため、運転保安設備の要

であるATC設備の改良を行

う。（空港・箱崎線） 

令和3年度から実施していた貝

塚駅ATC設備の改良は、令和5

年度に完了しました。 

安全性 信頼性の向上を図る

ため、車両、構造物、駅施設、軌道

設備及び電気設備の計画的

改良を行う。 

計画どおり、各施設の更新、改良

等を実施しました。 

 

※1 運転事故、輸送障害、インシデントについてはP13をご参照ください。 

※2 呼気中のアルコールが検知された乗務員は乗務させないこととしています。 
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令和５年度 安全重点施策 
 
 

安全 

目標 

目標達成の 

ための取組み 

 

内容 

 

進捗状況 

安
全
最
優
先
の
組
織
風
土
の
確
立 

安全マネジメ

ントの推進 

関係法令遵守と安全

最優先意識の徹底 

研修、訓示、現場巡視等により、組織内に

関係法令の遵守及び安全最優先意識の徹

底を図りました。 

事業者の事故等に関

する情報の活用 

他事業者で発生した事案について、当局

でのリスクの有無の確認を行いました。 

内部監査の充実 

内部監査員研修の実施、内部監査結果の

各所属への共有を実施しました。 

経営管理部門（交通事業管理者等）への 

インタビュー形式の内部監査を実施し、監査の

充実を図りました。 

万
一
の
事
故
・
災
害
等
に
備
え
て 

大規模自然災

害等の対応 

大規模自然災害・テ

ロ発生時及び発生に

備えた危機管理体制

の確保 

福岡県警察、市民局、消防局と合同での

傷害事案対応訓練を実施しました。 

電力供給不足時にお

ける危機管理体制の

確保 

大規模停電時の対応について、見直しを行

いました。 

外部への情報

提供 

大規模事故発生時の

情報収集発信体制の

整備 

報道対応等の手引きに基づいた報道対応

を実施するとともに、発生した事案につい

て振り返りを実施しました。 

関係機関と連

携した各種訓

練の実施など 

事故復旧体制の教育

訓練の実施 

事故復旧時の対応について、全職員に教育

訓練を実施しました。 

事故復旧訓練の実施 
震度6弱の地震発生を想定したシミュレー 

ション訓練を実施しました。 

災害対応訓練の実施 
浸水防止訓練及び避難誘導訓練を実施し

ました。 
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令和5年度 安全重点施策 
 

安全

目標 

目標達成の 

ための取組み 
      内容 

 

進捗状況 

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に 

駅係員全員の

普通救命講習

受講 
駅係員が救急・救命

の応急処置を行う 

駅係員全員が、 「普通救命講習」を受講し、

心肺蘇生法や応急手当の技術を習得しま

した。 

各駅のAEDの適

切な管理 

毎日の状態確認及び計画的な消耗品の交

換等を実施しました。 

新型インフル

エンザ等対策 

新型インフルエンザ等

に関する情報収集及び

状況に応じた対応 

新型インフルエンザ等対策として、 引き続

き、手指消毒等基本的感染防止策を徹底する

ことにより職場における感染拡大防止に努

めました。 

お客様への適切

な情報提供 

案内放送·案内表示

等の拡充 

タブレット端末及びX（旧Twitter)等の活用

により、多言語案内の充実を図りました。 
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２－３  令和6年度の安全重点施策 

 
令和6年度は次のような取組みを実施します。 

 

 

安全目標 
目標達成の 

ための取組み 

 

内容 

安全運行

の実現 

鉄道運転事故

輸送障害· 

インシデントのゼロ 

鉄道運転事故、輸送障害及びインシデントのゼロ 

（福岡市地下鉄に責任のあるものに限る） 

安全性向上のための

人材の育成・管理 

①乗務員、駅務員等の教育訓練及び安全に関する評価

を定期的に実施 

②乗務員及び駅務員等の資質管理の徹底 

③乗務員のアルコールに関する自己管理の徹底及び

乗務前のアルコール測定の実施 

（測定器の設定値（下限値） ：0.05mg/l) 

④職員の技術力の継承·向上に資する研修や支援の実施 

車両、構造物、駅施

設及び設備の計画的

改良 

安全性・信頼性の向上を図るため、車両、構造物、駅施

設、軌道設備及び電気設備の計画的改良を実施 

安全 
最優先の
組織風土
の確立 

安全マネジメント

の推進 

①関係法令遵守と安全最優先意識の徹底 

②事業者の事故等に関する情報の活用 

③内部監査の充実 

万一の 
事故・ 

災害等に 
備えて 

大規模自然災害等の

対応 

①大規模自然災害及びテロに備えた危機管理体制の確保 

②電力供給不足時における危機管理体制の確保 

外部への情報提供 大規模事故発生時等の外部への情報提供体制の整備 

 

関係機関と連携した

各種訓練の実施など 

①事故復旧体制の教育訓練の実施 

②事故復旧訓練の実施 

③災害対応訓練の実施 

安心して 
ご利用 
いただく 
ために 

駅係員全員の普通 
救命講習受講 

①駅係員の救急 救命の応急処置技能の向上 

②AEDの日常点検と維持管理 
各駅のAEDの適切 
な管理 

新型インフルエンザ 
等対策 

新型インフルエンザ等に関する情報収集及び状況 

に応じた対応 

お客様への適切な 
情報提供 

案内放送・案内表示等の拡充 
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